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◆図書館日誌 （2019 年 9 月～ 2019 月 12 月）
9.2 新図書館システム稼働開始
9.3  図書館システム共同運用に関する早慶合同プレスリリー
スを発信
10.1 理工学図書館ラーニングコモンズ （第 1 期） 完成
10.2 電子媒体検討委員会 （第 3 回）
10.7 Library Week を開催 （10/11 まで）
10.11 図書連携協議会 （第 2 回）
10.16 学習支援連携委員会 （第 1 回）
10.28  図書館情報検索ワークショップ 2019 秋学期を開催
（11/14 まで）
11.13 データベース講習会 2019 秋学期を開催 （11/20 まで）
11.26 国立国会図書館職員研修 （計 4 名）
11.29  戸山図書館企画展示 「カストリ !!　エロ ・ グロ ・ ナンセン
スだけじゃない」 （12/25 まで）
11.30 中央図書館地下 2 階リニューアル ・ オープン
12.16  早大図書館が行う就活支援 「就活に役立つ情活ワーク
ショップ～ 「会社四季報」 「日経」 の読み方～」 を開催
（12/16, 12/20）
12.20 図書連携協議会 （第 3 回）
12.24 冬季休業期間につき開館時間短縮 （1/5 まで）
～ Pulsus～
スチューデントコモンズと「図書館員」
　アメリカの図書館事情にも通暁していた中元誠氏が図
書館事務部長をお務めだった 2008年当時であったと記
憶している。米国・シアトルのワシントン州立大学への
視察を彼がアレンジしてくれた。その目的は、同大学の
図書館におけるスチューデントコモンズを見ることに
あった。コモンズとは、多くの人が集まり会食する食堂
が本来の意味であった。それがスチューデントコモンズ
に転じて、図書館に学生が集い談論するスペースを意味
するようになったといわれる。
　視察を終えて帰国した後、早稲田大学図書館でもス
チューデントコモンズの実現に向けての検討が始まっ
た。その後、現在に至るまでの大学図書館のスチューデ
ントコモンズの充実ぶりには、早稲田のみならず目を見
張るものがある。
　当時、視察して驚いたのは、スチューデントコモンズ
とも連動した図書館員のレファレンス機能にあった。図
書館の中央に専門に応じた図書館員のデスクが置かれ、
学生がそこに気軽に立ち寄って資料の相談をしている
姿を多く垣間見た。その道の専門家である図書館員がワ
シントン州立大学には 100名を超えて存在することを
WEB上での紹介から知った。
　図書館長を退任してからは足しげく大学図書館に通う
ことはなくなったが、過日、久しぶりに資料を探しに訪
れた。その際に、スチューデントコモンズと呼ばれる場
所に立ち寄ってみた。どこかのゼミの学生たちであろう
か、メモを見ながら楽しそうに討論をしていた。図書館
長在任当時に描いていた、図書館員によるレファレンス
などの支援を得た学生たちによってこのスペースが活用
されているイメージを、しばし佇んで思い返した。そし
て、あらためて思い至ったのは、当時考えていた図書館
による学習支援機能の強化であり、これを担ってくれた
図書館員の姿であった。
　私が図書館のスタッフをあえて「図書館員」というの
も、大学の知を司る図書館を支える人材の重要性を、今
もって願う故である。
加藤　哲夫（元図書館長、法学学術院教授）
◆企画展のご案内
「浮世の和本―江戸初期絵入り本の世界―」
期間 ： 2020 年 4 月 6 日（月）～ 30 日（木）
※新型コロナウィルス感染症の影響により、 変更する場合があ
ります。 Web サイトでご確認ください。
場所 ： 早稲田大学総合学術情報センター 2 階展示室
※日曜閉室。 図書館入館資格のない方でもご覧頂けます。
